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公益社団法人日本山岳ガイド協会
〒160-0008東京都新宿区四谷三栄町18番地　丸藤ビル201号　
TEL: 03-3358-9806      FAX: 03-3358-9780

e-mail: office@jfmga.com
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2019年7月吉日
関　係　各　位
日本イカール委員会
委員長　梶谷　博

「日本イカール委員会」　メンバーの募集について

公益社団法人日本山岳ガイド協会（国際山岳救助委員会Ａ加盟）とモンブランクラブ（国際山岳救助委員会Ｂ加盟）は、日本山岳ガイド協会内に「日本イカール委員会」を立ち上げる運びとなりました。
　山岳遭難救助に関わる諸分野について、国際山岳救助委員会（ＩＣＡＲ、イカール）における活動・情報を幅広く本邦の山岳遭難救助関係者に開示し、これを共有していただくことで、本邦の山岳遭難救助技術の発展に寄与したいと存じます。また、このことにより、山岳観光のインバウンド需要に対応した国際的見識の一助になることも願っております。
つきましては、下記のように、広く山岳遭難救助に関わるみなさまを、日本イカール委員会のメンバーとしてお誘いしたいと存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記
　一、名　　称
　
　　　　公益社団法人日本山岳ガイド協会　日本イカール委員会　「通称：日本イカール委員会」
二、目　　的
1． 本邦の山岳遭難救助技術の研究・技術開発
2． 本邦の山岳遭難救助技術のスタンダードの構築と研修活動
3． 本邦内の山岳遭難救助従事者相互の交流、技術交流、情報交換
4． 各国の山岳遭難救助従事者との交流、技術交流、情報交換
5． メンバーによる山岳遭難救助従事者の育成
　三、事　　業
1． 日本イカール委員会総会の開催（原則として年１回５月または１１月に開催）
（1） 運営委員の選出と委員長の選任
（2） 研究発表会の開催
（3） 情報交換会の開催
（4） 懇親会の開催
2． 山岳遭難救助技術研修会および技術交流会の開催
3． 山岳遭難技術マニュアルの制作・出版
4． 国際山岳救助委員会総会へ代表者の派遣
5． 国際山岳救助委員会総会への参加者の募集
四、メンバー

　　公益社団法人日本山岳ガイド協会（以下協会）の賛助会員制度を運用し、以下のように
日本イカール委員会（以下委員会）のメンバーの募集いたします。
1． 募集対象：　
（1） 協会および委員会の目的に賛同し、別に定める条件を満たす個人
（2） 法人につきましては、別途、ご相談下さい。
　※別に定める条件

　　委員会をサポートするために協会に設けられた協会イカール委員会が認め、

　　かつ、協会理事会が追認すること。
　

　※協会の概要につきましては、以下のURLをご参照下さい。

　　URL：http://www.jfmga.com
2． 会　　費：（会費については、協会賛助会員会費規程を運用します）
（1） 個人会費　　　５，０００円／年

（2） 法人会費　　　当面、個人を対象に募集します。
3． 入会手続：
（1） 所定の入会申し込み書式に必要事項記載の上、指定の場所に郵送する。
（2） 審査部会で審査後、入会を認められたものは、指定の銀行振込口座に
会費を送金する。

（3） （１）、（２）、を委員会で確認後、会員証等の送付を以て入会とする。
4． 特 典 等：
（1） 協会賛助会員の特典を得ることができる。
1） 研修施設「上高地アルプス山荘」の賛助会員利用。
2） 協会総会、各種懇親会、全国代表者会議、一般向研修会等をご案内。
3） ホームページの会員ページを閲覧し、各種活動状況を把握できる。
4） 協会作成の会員証（日本イカール委員会用）を配布
（2） 日本イカール委員会メンバーと称することができる。

（3） 日本イカール委員会の各事業が案内される。 （原則メール通信）

（4） 日本イカール委員会の各事業に参加することができる。
（5） 国際山岳救助委員会の活動状況が案内される。（原則メール通信）
（6） 国際山岳救助委員会総会等に参加することができる。
（7） イカールバッチを使用することができる。（国際本部で新バッチ制作中）
（8） イカールロゴを名刺等に掲示することができる。
五、問い合せ

　　　　〒160-0008

        東京都新宿区四谷三栄町6番9号　丸藤ビル２Ｆ
　　　　公益社団法人日本山岳ガイド協会　事務局　内   「日本イカール委員会」
　　　　電話：03-3358-9806 　FAX：03-3358-9780  URL：http://www.jfmga.com
        担当者：平井 尚子  　

　　　　メール：hirai@jfmga.com
                                                                                 　    以 上
資料：国際山岳救助委員会（International Commission for Alpine Rescue）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　イカールは国際山岳救助委員会（ICAR）の通称です。スイス周辺の独語・仏語圏ではイカール・シーザー（IKAR-CISA、ドイツ語表記IKAR、フランス語表記 CISA ）と称します。
　1948年(昭和23年)に、ヨーロッパ主要国による合同の山岳救助活動コミュニティとして創立されました。創立理念は"山岳救助への社会貢献"で、フランス・スイスが中心となり、山岳救助技術や救急救命の積極的な情報交換活動をしております。現在においても山岳救助関係で重要な協議会であり、公営機関である軍隊、警察、防災組織体が主力となり、大いに積極的な活動をしています。

　組織としては、地上救助・アバランチ(雪崩)救助・ヘリコプター救助・山岳医療・ドッグハンドリングの五分野により構成されています。これらの各分野において、救救助技術の研究、救急医療法等の情報・提言等を広く公開しています。

ICAR本部はスイス・チューリッヒに在り、現在、欧米諸国を中心に30数ケ国の約70団体が登録しています。特にヨーロッパ諸国が積極的に活動しております。日本山岳ガイド協会の加入カテゴリーであるAタイプは、原則として１ケ国１団体組織として登録されています。

URL：http://www.alpine-rescue.org
